
所属（職名） 氏 名 

Ⅰ．教育（対象期間：1 年） 
（1）教育活動に関する自身の基本方針

（2）当該年度のシラバスに基づく担当授業科目の達成状況、今後の課題

授業科目 属性 
開講期 シラバス記載の講義概要（概要・目標・成績評価の

方法等）・講義計画に照らした達成状況 
今後の課題 

曜講時 

（3）その他教育活動上特記すべき事項（オフィスアワーの活用状況、教育方法・教育実践に関する発表・講演等）

（4）教育活動に関する総評

2025年度【社会学部・社会学研究科】教員活動自己点検シート
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（5）「組織的な対応が求められる課題」について 
  組織的に対応が求められる課題・取るべき対応方策について 

Ⅱ．研究（対象期間：5 年） 
（1）研究活動に関する自身の基本方針

（2）研究活動に関する自身の重点目標、活動状況、達成状況、今後の課題

重点目標 活動状況 達成状況 今後の課題 

（3）研究情報
researchmapへのリンク

Ⅲ．社会貢献（対象期間：1 年） 
（1）社会貢献活動に関する自身の基本方針

（2）当該年度における社会貢献活動に関する自身の重点目標、活動状況、達成状況、今後の課題

重点目標 活動状況 達成状況 今後の課題 

（3）社会貢献活動の実績（当該年度）
1）大学事業または学部等事業の一環として実施する活動
大学事業の一環としての活動 

学部・大学院等の事業の一環としての活動 
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2）学外活動

公的機関審議会委員等 

学会委員等 

その他委員 

3）その他＜上記 1)、2)以外＞の活動

Ⅳ．大学管理運営（対象期間：1 年） 
（1）当該年度における学内行政（学務活動）

役職名・委員名 任期 

全学業務 学長・副学長・学部長・センター長、全学的な委員会等 

年  月～ 年  月 

年  月～ 年  月 

年  月～ 年  月 

部局業務 所属する部局における主な委員会等 

年  月～ 年  月 

年  月～ 年  月 

年  月～ 年  月 

年  月～ 年  月 

その他 
年  月～ 年  月 

年  月～ 年  月 
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教員活動自己点検の手引き 

龍谷大学社会学部 

龍谷大学大学院社会学研究科 
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Ⅰ 教員活動自己点検の目的 

龍谷大学は、「機関（組織）としての自己点検・評価」と本学の教育研究等を支える「教員個人の諸活動に

対する自己点検」という 2 つの視点から大学の質を自ら保証（内部質保証）することが重要であると考えて

います。「教員個人の諸活動に対する自己点検」にあたる教員活動自己点検は、基本的にＦＤ活動推進の一環

として実施しています。加えて研究活動や社会貢献活動等に関する活動実績を積み重ね、自己研鑽として自

らの資質向上・改善に繋げていくことを目的としており、目標は次のとおりです。

(1) 各教員が自己の活動を点検し，教育研究その他諸活動の維持，改善及び向上を図る。

(2) 前号の取組を通して，本学の教育研究活動等を活性化し，高等教育機関としての教育研究の質を

保証する。

(3) 教員活動自己点検の結果をデータベース化し，情報共有及び課題解決に活用する。

－教員活動自己点検に関する実施要項 第 2 条－

教育研究活動の質の維持・改善・向上の成否は、各教員の意識・行動にかかっています。したがって、教

員は自らの意思と責任で、自身の活動を点検し、教育研究活動等の維持・改善・向上に意欲的に取り組むこ

とが必要です。さらに、その教育研究活動等を支える大学の管理運営活動に積極的に参画することが求めら

れます。こうした教員の活動は、個々の教育研究水準の維持・向上だけでなく、大学全体の教育研究活動の

活性化と質向上等に繋がり、教員相互の自己研鑽や課題解決にも役立つと考えています。

Ⅱ 社会学部・社会学研究科における教員活動自己点検結果の組織的活用方策 

教員個人の自己点検結果は、全学的な「点検結果の活用に関するガイドライン」に則って活用しています。

1  教員活動自己点検の目的 
教員活動自己点検は、教員自らの意思と責任で、教育研究活動等の目標を設定し、そのもとで自身

の活動やその成果を点検し、今後の諸活動における維持・改善・向上に向け意欲的に取り組むことを

目的とする。なお、人事評価の資料としては活用しない。

2  自己点検結果の活用 
（1）教員個人 

教育、研究、社会貢献、大学管理運営等の諸活動への点検・改善のために活用する。

（2）学部等組織（学部横断的な組織である教養教育、学部共通コース、教職センターを含む） 
組織における諸活動の活性化や改善につなげるための資料として活用する。

3 教員個人における自己点検結果の活用方策 
（1）個人の教育研究活動等の維持・改善・向上のために活用する。 
（2）自己研鑽のために活用する。 
（3）点検結果の蓄積による諸活動履歴を確認するために活用する。 

4 学部等組織（学部横断的な組織を含む）における自己点検結果の活用方策 
（1）組織の自己点検・評価活動を推進するための資料として活用する。 
（2）組織全体の教育力、研究力、社会的発信力を確認するための資料として活用する。 
（3）FD 活動を推進するための資料として活用する。 
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社会学部・社会学研究科所属教員の自己点検結果は、以下のとおり組織的に活用します。

（1）自己点検結果の組織的活用の考え方 
  教員個人の自己点検結果は、教育・研究・社会活動等の活動が活性化するよう必要な施策を検討する

ために、関係組織内で共有します。また、大学評価支援室を通して、教養教育センター、学部共通コー

ス及び教職センターに提供します。

（2）組織的に対応が必要な課題解決に向けた活用［社会学部］ 
 学部として、組織的に対応が必要な課題について、自己点検結果を活用して取り組みます。具体的に

は、「組織的に対応が必要な課題」欄における入力内容を確認し、課題の抽出を行います。これを受け組

織的に確認し、対応策を検討します。

（3）組織的に対応が必要な課題解決に向けた活用［社会学研究科］ 
 研究科として、組織的に対応が必要な課題について、自己点検結果を活用して取り組みます。具体的

には、「組織的に対応が必要な課題」欄における入力内容を確認し、課題の抽出を行います。これを受け

組織的に確認し、対応策を検討します。

（4）ＦＤ活動推進および授業改善のための活用［教養教育センター］ 
教養教育自己点検・評価委員会は、教養教育科目担当者の自己点検結果を踏まえ、Good Practice の

共有や、顕在化した課題を解消する必要性の有無について判断します。必要があると判断した場合、教

養教育センター執行部会議において、自己点検結果を活用し、FD 報告会の開催について検討します。 
 また、科目部会委員長は、教養教育自己点検・評価委員会に対して、活用目的を明らかにした上で、

当該部会所管科目担当者の自己点検結果の閲覧にかかる申請を行うことができます。ただし、活用目的

は、FD 報告会の企画または授業改善に限ります。 

（5）本学教職センターが目指す教員の育成に資する点検結果の活用［教職センター］ 
教職センター自己点検・評価委員会の委員長・副委員長は、教職課程専任教員の自己点検結果を確認

し、本学教職センターが目指す「専門性・社会性・実践的指導力に富む良心的で優秀な教員」の育成に

とりわけ有効であり、組織的に情報共有することが望ましいと判断した場合は、自己点検・評価委員会

において報告し、共有および改善についての検討を行います。

（6）組織的活用方策の改善 
  教員活動自己点検の組織的活用方策の有効性は、組織の自己点検・評価において検証し、継続的に改

善を行います。また、組織的活用方策に追加・変更が生じた場合、全学大学評価会議に諮った後に、本

手引きに修正を加えます。
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Ⅲ 教員活動自己点検の入力内容 

Ⅰ. 教育（対象期間：1 年） 

【期首入力】

（1）「教育活動に関する自身の基本方針」について 
自身の教育活動に関する当該年度の基本的な方針・考え方を入力してください。入力にあたって

は、本学の「建学の精神」と、全学・学部・研究科の「教育理念・目的」、及び「3 つの方針」（「学

位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー＝ＤＰ）、「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポ

リシー＝ＣＰ）「入学者受入れの方針」（アドミッション・ポリシー＝ＡＰ））との関係に留意してく

ださい。

（2）「当該年度のシラバスに基づく担当授業科目の達成状況、今後の課題」について 
期首は、担当科目に関する情報（科目名、開講期、曜講時等）が自動的に表示されます。

期首の時点で、講義概要・講義計画に沿って、学生の目標到達のためにどのような教育内容・方

法の工夫が必要かなどを自主的に確認してください。

＜例＞

・授業内容・方法の改善（授業の目的･到達目標の明確化､教科書･情報機器の活用改善等）

・授業運営の工夫（時間配分の見直し、反転授業の導入等）

・学生の主体的な学習を促す取組の実施（アクティブ・ラーニングの導入、予習・復習を促す課題

の設定等）

・教科書・教材の開発、レジュメ・資料の改善等

（3）「その他教育活動上特記すべき事項」について 
期首には入力は必要ありませんが、期末に「その他教育活動上特記すべき事項」（例：オフィスア

ワーの活用状況、教育方法・教育実践に関する発表・講演等）として、教育活動に関して特徴的な

取り組みを入力しますので、期首の時点でどのようなことが考えられ、実施するかを確認してくだ

さい。

＜例＞

・オフィスアワーの活用

・教育方法・教育実践に関する発表・講演等

・学内外 FD 活動への参加（FD 研究・研修等への参加）等

・学生の研究指導

・学生のフィールドワークの指導

・学生の実習指導

・社会見学、工場見学の実施

・インターンシップの指導

・留学支援・指導

・教育実習（教職課程）の指導

・就職指導

・課外活動の指導 等
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【期末入力】

（2）「当該年度のシラバスに基づく担当授業科目の達成状況、今後の課題」について 
シラバスに記載した「講義概要」（概要・目標・成績評価の方法等）・「講義計画」に照らした達成

状況と今後の課題を自ら点検し、各科目ごとに入力してください。点検にあたっては、①ディプロ

マ・ポリシー（ＤＰ）②カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）③成績分布④受講者数⑤授業アンケート

⑥学生の学修成果の各点に必ず言及した上で点検し、今後の課題も明確にしてください。

（3）「その他教育活動上特記すべき事項」について 
オフィスアワーの活用、教育方法・教育実践に関する発表・講演など、当該年度に行った「その

他の教育活動上特記すべき事項」を入力します。どのようなことが考えられるかは、【期首入力】の

項の例を参考にしてください。

（4）「教育活動に関する総評」について 
（1）の自身の教育活動に関する基本方針、（2）（3）の達成状況・活動状況の振り返りに基づき、

自らの教育活動を点検し、総評を入力してください。その際、この総評での自己点検結果が、次年

度の基本方針やシラバスの講義概要・講義計画に繋がるよう、教育活動の維持・改善・向上に努め

てください。  

（5）「組織的な対応が求められる課題」について 
  組織的に対応することが求められると考える課題について記入してください。その課題に対して

取るべきと考える対応方策があれば、それについても記入してください。 

Ⅱ. 研究（対象期間：5 年） 

【期首入力】

（1）「研究活動に関する自身の基本方針」について 
中長期的な視点から各自の研究活動に関する基本的な方針・考え方を入力してください。

（2）「研究活動に関する自身の重点目標、活動状況、達成状況、今後の課題」について 
上記（1）の基本方針に基づき、期首に向こう５年間の「研究活動に関する重点目標」を各自設定

し入力してください。重点目標は、各自の研究分野・テーマにあわせて、目標を設定してください。

短期、中期、長期のいずれの目標を設定していただいても結構です。

留意事項

重点目標については、科学研究費補助金等に申請した研究内容（研究計画）を転用していただいて

も結構です。

【期末入力】

（2）「研究活動に関する自身の重点目標、活動状況、達成状況、今後の課題」について 
各自の研究活動に関する基本方針、及び期首に設定した重点目標、当該年度（期間）の活動内容

に基づき、自らの研究活動を点検してください。点検にあたっては、各自が設定した重点目標の期

間・テーマにあわせ、目標に対する達成状況と今後の課題について明確にしてください。

各自、自己点検結果を踏まえ、自身の研究活動のさらなる充実に努めてください。
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Ⅲ. 社会貢献（対象期間：1 年） 

【期首入力】

（1）「社会貢献活動に関する自身の基本方針」について 
自身の社会貢献活動に関する当該年度の基本的な方針・考え方を入力してください。

（2）「当該年度における社会貢献活動に関する自身の重点目標、活動状況、達成状況、今後の課題」に 
ついて

上記（1）の基本方針に基づき、期首に当該年度の社会貢献活動に関する重点目標を各自設定し入

力してください。

＜例＞

・学内外における生涯学習事業への参画

・学外の審議会、委員会での活動

・学外の各種調査、研究会等への参画

・学内外における産官学連携活動への参画

・ボランティア活動への参画 等

※重点目標は 1～2 点程度設定することが望ましいと考えます。

【期末入力】

（2）「当該年度における社会貢献活動に関する自身の重点目標、活動状況、達成状況、今後の課題」に 
ついて

各自の社会貢献活動に関する基本方針及び期首に設定した重点目標、当該年度における活動状況

に基づき、自らの社会貢献活動を点検してください。なお、点検にあたっては、目標に対する達成

状況と今後の課題を明確にしてください。

各自、自己点検結果を踏まえ、次年度以降の自身の社会貢献活動の維持・改善・充実に努めてく

ださい。

（3）「社会貢献活動の実績」について 
当該年度における各自の社会貢献活動の実績（「大学事業または学部等事業の一環として実施す

る活動」「学外活動」「その他の活動」）を入力してください。

留意事項

1）大学事業または学部等事業の一環として実施する活動 
「大学事業の一環としての活動」欄の以下の情報は、システムに自動表示されます（毎年度 1 月

下旬に反映）。

自動表示された活動以外で、大学事業として展開している活動がある場合は、追加入力してくだ

さい（例：JICA 研修生の受け入れ）。  

○REC 講座の実績

REC 講座講師、龍谷講座講師、産学連携事業（技術指導、研究シーズ発表）、プレゼン龍等

○高大連携事業の実績

模擬講義
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「学部・大学院等の事業の一環としての活動」欄は学部・大学院等の事業の一環としての実施し

た社会貢献（社会連携）活動の実績を各自入力してください。

2）学外活動 
国や地方自治体等の審議会委員等の実績を各自入力してください。

3）その他の活動 
上記 1）、2）以外で、各自が行った社会貢献活動の実績を入力してください。 

Ⅳ. 大学管理運営（対象期間：1 年） 

【期末入力】

（1）「当該年度における学内行政（校務活動）」について 
当該年度における大学・部局における学内行政（校務活動）について各自入力してください。

「全学業務」「部局業務」の情報は、システムに自動表示されます（毎年度 6 月下旬に反映）。 
自動表示された以外の活動がある場合は、追加入力してください。

＜例＞

・「全学業務」：学長、副学長、学部長、センター長、全学的な委員会委員 等

・「部局業務」：所属する部局における委員会委員 等
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